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経
営
学
部
・
岩
田
弘
尚
ゼ
ミ

は
、
一
般
社
団
法
人
国
産
生
ハ

ム
普
及
協
会
及
び
生
ハ
ム
工
房

の
ジ
ャ
ン
ボ
ン
・
ド
・
ヒ
メ
キ

（
長
野
県
）
と
産
学
連
携
し
、

国
産
生
ハ
ム
の
認
知
度
向
上
に

向
け
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
10
月
８
、
９
日

に
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市

に
認
定
さ
れ
て
い
る
山
形
県
鶴

岡
市
で
開
催
さ
れ
た
「
国
産
生

ハ
ム
サ
ミ
ッ
ト
」「
国
産
生
ハ
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」

に
参
加
し
た
。

　
９
日
に
開
催
さ
れ
た
国
産
生

ハ
ム
フ
ェ
ス
に
は
た
く
さ
ん
の

方
が
来
場
し
、
多
く
の
生
ハ
ム

が
振
る
舞
わ
れ
、
生
産
者
は
お

の
お
の
製
品
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
そ
の
お
い
し
さ
に
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑

顔
に
な
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
我
々
の
調
査
研
究
に

も
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
来
場
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
機
会
を

設
け
て
も
ら
っ
た
。
今
回
、
国

産
生
ハ
ム
に
対
す
る
消
費
者
行

動
や
認
知
度
が
、
ゼ
ミ
の
先
輩

が
調
査
を
し
た
19
年
と
、
ど
の

く
ら
い
変
化
し
た
の
か
追
跡
調

査
を
実
施
し
た
。
す
る
と
、
ま

だ
ま
だ
認
知
度
に
課
題
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
本
学

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日
本
に

避
難
し
、
本
学
で
日
本
語
を

学
ん
で
い
る
バ
レ
ン
テ
ィ
ナ
・

ジ
ン
チ
ェ
ン
コ
さ
ん
が
11
月

28
日
、
佐
々
木
重
人
学
長
と

面
会
し
た
。「
我
々
は
で
き

る
限
り
の
支
援
を
し
ま
す
」

と
い
う
佐
々
木
学
長
に
対

し
、
ジ
ン
チ
ェ
ン
コ
さ
ん
は

日
本
語
で
お
礼
を
述
べ
、

「
勉
強
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
を
与
え
て
く
れ

て
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　
ジ
ン
チ
ェ
ン
コ
さ
ん
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ヴ
ィ
ー
・

リ
フ
の
出
身
。
ロ
シ
ア
の
侵

攻
後
、
今
年
３
月
に
横
浜
に

住
む
娘
さ
ん
の
も
と
に
避
難

し
て
き
た
。
日
本
語
を
修
得

す
る
た
め
、
９
月
か
ら
本
学

の「
日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ

グ
ラ
ム（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）」
の
秋
期

コ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
る
。

　
本
学
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
と
し
て
、
す
で
に
日
本
に

避
難
し
て
い
る
方
で
日
本
語

の
学
修
希
望
者
を
対
象
に
、

年
間
４
コ
ー
ス
開
講
し
て
い

　
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議

で
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

か
ら
１
位
で
指
名
さ
れ
た
野

球
部
の
菊
地
吏
玖
投
手
（
経

営
４
）
が
、
11
月
16
日
、
球

団
関
係
者
か
ら
指
名
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
。

　
球
団
関
係
者
が
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
問
し
、
菊
地
投

手
や
本
学
関
係
者
と
懇
談
し

た
。

　
球
団
側
か
ら
「
日
本
を
代

表
す
る
選
手
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
の
言
葉

を
か
け
ら
れ
た
菊
地
投
手
は

「
腕
を
振
り
続
け
て
、
千
葉

ロ
ッ
テ
に
貢
献
し
た
い
」
と

力
強
く
述
べ
た
。

　
そ
の
あ
と
記
者
会
見
が
行

わ
れ
、
菊
地
投
手
は
「
専
大

で
の
４
年
間
は
本
当
に
濃
密

だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
日
本

一
を
目
指
し
、
戦
っ
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

球
団
か
ら
吉
井
理
人
監
督
の

サ
イ
ン
入
り
色
紙
と
ボ
ー

ル
、
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
使
用

さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
贈
ら

れ
、
菊
地
投
手
は
笑
顔
で
掲

げ
て
い
た
。

　
同
日
、
寮
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
あ
る
神
奈
川
県
伊
勢
原
市

役
所
を
訪
問
し
、
髙
山
松
太

郎
市
長
に
ド
ラ
フ
ト
指
名
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
髙
山
市

長
か
ら
の
激
励
を
受
け
た
菊

地
投
手
は
「
伊
勢
原
の
豊
か

な
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
野

球
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き

た
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

　
菊
地
投
手
は
26
日
、
千
葉

ロ
ッ
テ
と
契
約
を
結
ん
だ
。

背
番
号
は
28
。

　
法
学
部
「
租
税
法
Ⅱ
」（
谷

口
智
紀
教
授
）
の
一
環
と
し

て
11
月
10
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
東
京
国
税
局
調
査
第

三
部
長
の
髙
松
博
和
氏
（
昭

61
法
）に
よ
る「
財
政
の
現
状

と
税
務
行
政
の
今
後
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
税
務
講
演
が

行
わ
れ
た
。国
税
庁
の「
税
を

考
え
る
週
間
」（
11
〜
17
日
）

に
合
わ
せ
、
３
年
ぶ
り
に
対

面
方
式
で
実
施
さ
れ
た
。

　
髙
松
氏
は
最
初
に
歳
出
と

歳
入
の
グ
ラ
フ
を
使
い
、
国

債
費
が
歳
出
の
約
23
％
を
占

め
て
い
る
現
状
を
示
し
た

後
、
こ
う
し
た
財
政
赤
字
の

原
因
を「
高
齢
化
と
少
子
化
」

と
分
析
し
た
。「
国
の
借
金
は

こ
れ
か
ら
も
年
々
増
え
続
け

て
い
く
。
私
た
ち
は
現
在
、

15
年
分
の
収
入
を
借
金
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
」
と
話
し

た
。

　
税
の
分
類
な
ど
に
触
れ
た

後
、
確
定
申
告
が
必
要
な
ケ

ー
ス
な
ど
も
解
説
。
ま
た
、

来
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
に
つ

い
て
も
概
要
を
説
明
し
た
。

　
人
間
科
学
部
心
理
学
科
４

年
次
の
藁
科
佳
奈
さ
ん
が
、

日
本
心
理
学
会
第
86
回
大
会

に
お
い
て
、
若
手
の
会
企
画

「
学
部
生
・
高
校
生
プ
レ
ゼ

ン
バ
ト
ル
」
で
ベ
ス
ト
プ
レ

ゼ
ン
タ
ー
に
選
ば
れ
た
。

　
藁
科
さ
ん
の
テ
ー
マ
は

「
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
パ
ニ

ッ
ク
症
の
心
理
的
介
入
過
程

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」。

パ
ニ
ッ
ク
症
に
お
け
る
認
知

行
動
モ
デ
ル
を
数
理
モ
デ
ル

化
し
た
も
の
を
用
い
て
、
パ

ニ
ッ
ク
症
へ
の
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
法
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
検
討
す
る
内
容
だ
。
藁

科
さ
ん
は
国
里
愛
彦
教
授
の

計
算
論
的
臨
床
心
理
学
研
究

室
に
所
属
。
計
算
論
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
学
び
、
本

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
年
度
は
29
件
応
募
が
あ

り
、
９
月
の
学
会
で
オ
ン
ラ

イ
ン
発
表
し
た
。

　
親
子
で
ス

ポ
ー
ツ
に
親

し
む
「
川
崎

市
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
２

０
２
２
」
が

10
月
10
日
、

川
崎
市
で
開

か
れ
、
文
学

部
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科

の
渡
辺
英
次

ゼ
ミ
と
齋
藤

実
ゼ
ミ
が
協

力
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
現
場
に
お
け
る

身
体
情
報
の
活
用
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
渡
辺
ゼ
ミ
は
、

体
力
測
定
の
ブ
ー
ス
を
設

け
、
専
用
の
機
械
で
全
身
反

応
時
間
を
測
定
し
た
。
参
加

者
は
ラ
ン
プ
の
点
灯
に
合
わ

せ
て
素
早
く
ジ
ャ
ン
プ
を
繰

り
返
し
、
学
生
た
ち
は
反
応

速
度
を
記
録
。
敏
捷
性
を
高

め
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
な
ど
を
伝
え
た
。
阿
部

悠
人
さ
ん
（
３
年
次
）
は
、

「
多
く
の
参
加
者
に
体
力
測

定
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

て
う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
齋
藤
ゼ
ミ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を
制
作

し
、
希
望
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自

分
の
写
真
が
１
面
を

飾
っ
た
新
聞
を
笑
顔

で
受
け
取
り
、
大
切

に
持
ち
帰
っ
て
い

た
。近
藤
萌
さ
ん（
３

年
次
）
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
人
と
接
す
る

機
会
が
減
っ
て
い
る

が
、
会
場
で
直
接
会

っ
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
元
気
を
も
ら
え

た
」
と
感
想
を
述
べ

た
。

ジンチェンコさん（左）と佐々木学長

ウクライナから避難 本学で日本語を学ぶ

ジンチェンコさん菊
地
投
手
に
指
名
あ
い
さ
つ

る
Ｊ
Ｌ
Ｃ
の
う
ち
秋
期
コ
ー

ス
と
冬
期
コ
ー
ス
で
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｌ

Ｃ
受
講
料
及
び
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
あ
る
国
際
交
流
会

館
の
滞
在
費
な
ど
を
免
除
す

る
。

　
ジ
ン
チ
ェ
ン
コ
さ
ん
は
現

在
、
他
国
か
ら
の
留
学
生
と

と
も
に
、
初
級
レ
ベ
ル
の
日

本
語
を
学
ん
で
い
る
。
最
初

は
日
本
語
が
全
く
話
せ
な
か

っ
た
が
、
面
談
で
は
「
国
際

交
流
会
館
の
生
活
は
ど
う
で

す
か
」
と
い
う
佐
々
木
学
長

の
問
い
か
け
に
「
と
て
も
い

い
で
す
。
み
ん
な
手
伝
っ
て

く
れ
ま
す
」
と
述
べ
、
学
修

に
つ
い
て
は
「
難
し
い
け
れ

ど
面
白
い
」
と
い
ず
れ
も
日

本
語
で
話
し
た
。
ジ
ン
チ
ェ

ン
コ
さ
ん
は
12
月
ま
で
の
秋

期
コ
ー
ス
に
続
い
て
１
、
２

月
の
冬
期
コ
ー
ス
に
も
参
加

し
た
い
と
、
日
本
語
学
修
に

意
欲
的
だ
。

　「
早
く
戦
争
が
終
わ
る
と

い
い
で
す
ね
」
と
い
う
佐
々

木
学
長
の
言
葉
に
深
く
う
な

ず
き
、「
私
た
ち
の
国
を
支
援

し
て
く
れ
て
い
る
日
本
と
日

本
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
語
っ
た
。

法「租税法Ⅱ」で税務講演

国家予算から税の分類、インボイス制度まで

幅広いテーマが取り上げられた講演会

吉井監督のサイン入り色紙と

ボールに笑顔の菊地投手

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を

説
明
す
る
齋
藤
ゼ
ミ
の
学
生

文・渡辺ゼミ＆齋藤ゼミ

川崎市スポーツフェスタに協力
藁
科
さ
ん
（
人
間
科
学
４
）
が

 

ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

日
本
心
理
学
会「
学
部
生
・
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
バ
ト
ル
」

寄

稿

経
営
・
岩
田
ゼ
ミ
３
年
次

川
島
浩
輝
　
君
島
陸
斗

佐々木学長と面談
支援に感謝伝える千

葉
ロ
ッ
テ
球
団
関
係
者
が
来
校

「
国
産
生
ハ
ム
サ
ミ
ッ
ト
」「
国
産
生
ハ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
参
加

の
大
先
輩
と
同
様
「
ど
げ
ん
か

せ
ん
と
い
か
ん
」
と
思
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
、
認
知

度
向
上
の
た
め
の
協
会
へ
の
提

案
や
、
他
大
学
と
行
う
イ
ン
ゼ

ミ
で
の
発
表
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
前
日
の
８
日
に
行
わ
れ
た
サ

ミ
ッ
ト
は
、
加
盟
す
る
生
産
者

の
み
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
イ
タ
リ
ア
と
ビ
デ
オ
通
話

を
行
い
、
豚
熱
や
循
環
型
経
済

と
い
っ
た
欧
州
の
現
状
と
今
後

の
国
内
の
動
向
を
伺
っ
た
。

　
一
連
の
活
動
を
通
じ
、
何
事

に
も
完
成
し
た
と
思
っ
て
も
改

善
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
絶
え
ず
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
循
環

さ
せ
て
い
く
重
要
性
を
学
ん

だ
。

　
今
後
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て

い
る
「
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ(

や
り
抜
く

力)

」
を
意
識
し
て
、
今
回
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
対
す
る

解
決
策
を
経
営
学
の
理
論
か
ら

導
き
出
し
、
活
動
の
集
大
成
と

し
て
協
会
に
提
案
し
て
い
き
た

い
。

調
査
活
動
と
同
時
に

国
産
生
ハ
ム
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
た

産学連携 認知度向上へ調査研究

生ハムフェスティバルに参加したゼミ生




